
す

ひ
が
し

広
予

鴻
の
巣

東

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
東
広
島
市
西
条
町
大
字
下
見

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
二
月
１
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
水ヽ
井
　
康

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
弥

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
末
―
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

東
広
島
市
は
広
島
県
中
央
部
南
側
の
、
標
高
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
ｌ
三
〇
〇
ｍ
の
賀
茂

台
地
上
に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡
は
西
条
盆
地
西
南
部
の
平
坦
面
に
立
地
し
て

い
る
。
発
掘
調
査
は
下
見
中
央

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

っ
て
行
な
わ
れ
た
。

検
出
し
た
遺
構
は
掘
立
柱
建

物

・
溝

。
井
戸

。
土
坑

。
石

垣

。
池
な
ど
で
あ
る
。
遺
物
は
、

中
世
末
ｔ
近
代
の
陶
磁
器

。
土

師
質
土
器

・
木
器

・
瓦
な
ど
が

良
好
な
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
溝
は
、
井
戸
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
排
水
に
関
わ
る
遺
構

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
井
戸
な
ど
か
ら
出
上
し
た
陶
磁
器
は
、
中
世
末
―

近
世
初
頭
の
も
の
で
、
当
遺
跡
の
な
か
で
も
古
い
段
階
の
遺
構
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「餅
中
之
弐
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐヽ
授
Ｎ受
⇔
冨

遺
存
状
態
が
良
く
、
原
型
を
と
ど
め
て
お
り
、
全
面
に
調
整
を
施
し
て
い
る
。

草
書
で
あ
る
が
丁
寧
に
書
い
て
あ
り
、
土
環
又
は
上
層
農
民
な
ど
、
村
落
内

で
も
比
較
的
地
位
の
高
い
人
物
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
字
の
書
風
は
、

中
世
的
な
様
相
を
残
し
て
お
り
、
先
の
遺
物
の
年
代
観
と
も
大
き
く
違
わ
な
い
。

性
格
と
し
て
は
、
日
録
の
よ
う
な
も
の
か
付
札
的
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
広
島
大
学
文
学
部
の
西
別
府
元
日
氏
に

ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

⑭
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『阿
岐
の
ま
ほ
ろ

ば
』
七

（
一
九
九
六
年
）、
『同
』

一
〇

（
一
九
九
七
年
）
　
　
　
　
（立
川
敏
之
）

中

(海田市)

4

嘲




